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うつ病や統合失調症などの精神疾患の患者が
急増し、深刻な問題である。しかし、効果の高
い治療薬の開発や早期診断の方法がまだ確立
していない。そのため、原因となる遺伝子を明確
にすることや疾患に罹患する原因となる外的な
要因を調べることで、精神疾患の治療薬の開発
や早期診断方法の確立が期待されている。

３つの精神疾患関連遺伝子の同定
精神疾患モデルマウスの脳で発現量が増加している分
子としてShati/Nat8l、PCLOおよびTMEM168を新
規に同定し、行動薬理学的および細胞生物学的検討を
統合的に実施し、精神疾患の原因の一部を解明した。

統合失調症患者での
Shati/Nat8lのＤＮＡメチ
ル化の減少
患 者の血 液を用いて、Shati/
Nat8lを解析することで、精神病
の診断や発症前診断に用いるこ
とができる。

Shati/Nat8lの生理機能経路と制御メカニズムの解明
Shati/Nat8lの生成物のNAAGが精神疾患の発症に関
係があることが分かった。このことは、本遺伝子のプロ
モータを明らかにしたことも含め治療薬開発につながる。

精神疾患の原因となる分子の同定を新たに行
い、多くの手法を用いて生理機能や制御機構を
解明し、精神疾患治療薬の開発につなげる。基
礎研究に加えて、臨床研究も実施し、これら分
子の遺伝子修飾や変異の精神疾患の患者へ
の影響を調べ、早期診断薬方法を確立する。
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TV：いっちゃんメディコ「“心の病” 治療への研究」（2012
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本プログラムで研究を行った３つの分子の中
からShati/Nat8l自身やその経路をもとに新
しい治療薬が開発され、また、PCLOでの遺
伝子変異との関連解析の結果から精神疾患

にも早期診断が可能となることが期待され
る。精神疾患患者が疾病で苦しむ期間の短
縮や症状が軽減され、健やかな社会の構築
に貢献する。
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（左）Shati/Nat8l、PCLO分子とTMEMの遺伝子配列
と細胞内局在、（右）Shatiが異常行動を抑制した

(左）生理活性発現経路、（右）ドパミン過剰遊離抑性作用

健常者（青色）および統合失調症患者（桃色）血液から抽出したDNAに
おけるShati/Nat8lのメチル化の程度


